
お詫びと訂正 

 

『漢字マスターN2』（ISBN978-4-384-05632-7）に誤りがありました。深くお詫び申し上げますとと

もに、以下のように訂正いたします。第 10 刷までに以下の誤りがありました。第 11 刷で修正済です。 

株式会社三修社 

 

 

 

●11 ページ 「盛」の例文３つ目、ふりがなの誤り 

【誤】育ち盛（さか）り 

【正】育ち盛（ざか）り 

 

●15 ページ 【２】の６問目の設問の変更 

【誤】てんどんとカツ丼とどちらが好きですか。  （解答：天丼） 

【正】てんどんを一つください。  （解答：天丼） 

 

●16 ページ 「駐」の例文３つ目の変更 

【誤】駐日カナダ大使館 

【正】駐日カナダ大使 

 

●31 ページ 【２】の１問目の設問の変更 

【誤】たんじゅんな問題で 10 分も考えてしまった。  （解答：単純） 

【正】たんじゅんな問題で 10 分も考えてしまった。  （解答：単純な） 

 

●35 ページ 「症」の例文から３つ目「重圧」を削除 

 

●37 ページ 【１】の７問目の設問の変更 

【誤】斎藤さんは仕事を快く引き受けてくれた。  （解答：こころよく） 

【正】友人に友達で近況を伝えた。  （解答：きんきょう） 

 

●45 ページ 「依」の例文１つ目、ふりがなの誤り 

【誤】依存心（いそんしん）が強い 

【正】依存心（いぞんしん）が強い 

 

●51 ページ 「除」の例文に４つ目「掃除」を追加 

 

 

 



●81 ページ 「守」を「訓」に変更。 

「漢字マスターN3」７章に「守」が既に取り上げられており、重複しておりました。 

訓 クン 

警察犬（けいさつけん）の訓練（くんれん） 

防災（ぼうさい）訓練（くんれん）を行（おこな）う 

震災（しんさい）の教訓（きょうくん）を伝（つた）える 

わが家（や）に伝（つた）わる家訓（かくん） 

音読（おんよ）みと訓読（くんよ）み 

 

●84 ページ 上記、「守」を「訓」に変更したため、設問を変更。 

【誤】時間をまもることは、最低限のマナーだ。 （解答：守） 

【正】大地震のきょうくんを元に、防災グッズを備える。 （解答：教訓） 

 

●98 ページ 「滞」の例文５つ目の変更 

【誤】保険を滞納する 

【正】保険料を滞納する 

 

●132 ページ 「吐」の例文２つ目、ふりがなの誤り 

【誤】吐き気（き）がする 

【正】吐き気（け）がする 

 

●132 ページ 「吐」の例文５つ目、漢字の誤り 

【誤】心情を吐露する 

【正】真情を吐露する 

 

●134 ページ 「輩」の例文から５つ目「△輩
やから

」を削除 
 

●164 ページ 【２】の１問目の選択肢の誤り 

【誤】①記録  ②記臆  ③記臆  ④記憶  （解答：４） 

【正】①記録  ②記臆  ③記億  ④記憶  （解答：４） 

 

●180 ページ 71 ページ、問５、４問目の回答 

【誤】勧める 責める 

【正】勧める 責める 占める 


